
　ヒッポファミリークラブメンバー、フェロウ、ご家族、フェ
ロウ地域会、交流グループフェロウ、地域合宿事務局他より、
沢山のご支援をいただきました。誠にありがとうございました。
　第3期共同研究基金の募金を「多言語の脳科学」共同研究に
充当させていただきます。

共同研究基金
「多言語の脳科学」  東京大学・MIT・（一財）言語交流研究所

共同研究基金

募 金 額

935,318円

第4期「多言語の脳科学」共同研究　充実スタート！
2019年 6月 17日㈪　酒井邦嘉先生ワークショップ「科学者チョムスキー～ことばを科学的に捉えるって？」
� 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター　センタ―棟 101

個人、グループ、団体
ご寄付は、個人、グループ、団体単位
で受付いたします。
一口　1,000円　一口以上何口でも。

ヒッポファミリークラブの地域活動、ワークショップ、講演会、
交流会などでも基金へのご支援をお願いいたします。
個人はもちろんグループや団体でもご寄付いただければ幸いです。
グループ・団体の場合は、一口1,000円の単位に限りません。

銀行振込みの場合は右記にお願いいたします。
銀行窓口振込み手数料は、言語交流研究所が負担いたします。
言語交流研究所各本部でも受付いたします。

銀行名　城南信用金庫　渋谷支店（店番025）
口座名　一般財団法人　言語交流研究所
口座番号　【普通】４３２０３９

〒150‒0002　東京都渋谷区渋谷2‒2‒10　青山H&Aビル3F
TEL. 03‒5467‒7041㈹　FAX. 03‒5467‒7040
フリーダイヤル0120‒557‒761　http://www.lexhippo.gr.jp

一般財団法人言語交流研究所
ヒッポファミリークラブ

基金のお申込み
お問い合わせ先

基金への募金方法

今年度も、家族や仲間で楽しい多言語の環境づくりや
国際交流を進めながら、ヒッポファミリークラブの
活動を基盤にして、「多言語の脳科学」共同研究を
支えていきましょう。

皆さまの
ご活躍とご支援を、
どうぞよろしく
お願いいたします。

「多言語の脳科学」
共同研究基金 第4期（2019. 4. 1～2020. 3. 31）募金活動に、引き続き

ご支援をよろしくお願いいたします。
基金応募の対象

「多言語の脳科学」共同研究基金　第3期募金額

主　旨

Vol.3ニュースレター
　酒井教授の新刊をもとに、この本を読む朝／夜のライン読書会も盛り上がる中、酒井教授の

「オッラー」とスペイン語でのあいさつから熱のこもった講義が始まりました。『すべての自然言
語には共通の基盤があり、言語機能は生得的だとする「普遍文法理論」』を解説されながらチョ
ムスキー理論の核心に迫り、聴衆200人はヒッポの多言語活動の体験に重ねて聞きました。会
場には木村護郎クリストフ教授（上智大学外国語学部ドイツ語学科）や、集英社ほか出版界の方
も参加され、このワークショップでお母さん方がチョムスキー言語理論や多言語の脳科学に熱く
取り組んでいる姿に驚いていました。

　『言語ほど身近にありながらも奥深い謎は珍しい。子どもたちがいとも楽々と母語を身につけられ
るのはなぜか。その一方で、多くの大人にとって第二言語の習得が難しいのはどうしてか。そもそも
言語には、なぜ複雑で精妙な文法があり、しかも多様な変化があるのだろうか。
　そうした謎の背景には、人間が自由に言葉を作れるのか、それとも言語は自然科学の法則によって
成り立つのか、という根本的な疑問がある。この問題は文系と理系の対立のみならず、人間と自然と
いう二項対立の困難でもある。本書は自然科学としての言語学を初めて確立したノーム・チョムスキ
ーの思想の原点に立ち返り、その実験的証明を含めた言語脳科学の成果を分かりやすく紹介する。』
� 同著「はじめに」より

マサチューセッツ工科大学 言語学 教授 スザンヌフリン

　この共同研究はとても大切な、且つ今までにないユニークなプ
ロジェクトです。今後は日米だけでなく世界に広げていきたい。
母語の習得に関しては比較的多くのことが分かっていますが、

第二言語、第三言語など多言語の獲得について分かっていることは少ないの
です。共同研究を通して、データを集め解析することで、人間の脳のメカニ
ズムを解明していきます。

一般財団法人言語交流研究所 代表理事 鈴木堅史

　2016年4月より、「多言語の脳科学」をテーマに東京大学・MIT（マサチューセッツ工科大学）・一般財
団法人言語交流研究所の共同研究が始まりました。ことばを見つけ、生み出していく脳の働きに焦点をあ
て、人間の言語獲得の振る舞いをより明らかにしていこうという試みです。脳は複数の言語をどのように

処理するのか、また多言語体験者の脳は新しい言語に出会った時どう反応するのか、いくつかのテーマを立て、多言語獲得
にかかわる脳のメカニズムを解明することがこの共同研究の目的です。まずは5年間の継続研究を目標に、多言語体験者の
脳のメカニズムを解明していきます。
　研究２年目は、fMRIによる「カザフ語」認識調査へ多言語話者約20名にご協力いただき、研究も具体的に進みました。
３年目は、海外や多言語体験の少ない被検者により言語認識調査を進めました。
　この共同研究スタートと同時に『多言語の脳科学・共同研究基金』を設立いたしました。
　第３期共同研究基金に、沢山のご寄付を賜りまして厚く御礼申し上げます。この共同研究を日本とアメリカで進める
にあたり、引き続き第４期共同研究基金にご支援いただきますよう、皆さまの募金をどうぞよろしくお願いいたします。

東京大学大学院 言語脳科学 教授 酒井邦嘉
　複数の言語を操る能力の基盤を明らかにしたい。多言語習得に
よって、更に新しい言語を身につけることが容易になることを仮
説として考えています。もしもそうであれば、脳の変化として十

分に捉えられるはずです。少なくとも３つ以上の言語を習得していると、さ
らにひとつ足すことが容易であるのは経験的に明らかです。しかしこれは経
験則であって、科学的な説明がなされたことはほとんどありません。このよ
うな斬新な研究を進めていきます。

8月～
2020年3月

　MIT・東京大学・（一財）言語交流研究所三者により、第4期の共同研究をすすめ、「多言語の脳科学」
共同研究成果を発表していく運びです。

豊かに多言語!育てよう「共同研究基金」!

『チョムスキーと言語脳科学』
酒井邦嘉著

集英社インターナショナル新書



酒井教授と司会チーム

2019 年
3 月 21日㈭ ㈷　オープントラカレ講座・酒井邦嘉教授「脳に自然なことばの習得とは？」　東京・すみだリバーサイドホール

第 3期（2018年 4月 1日～2019年 3月 31日）の
共同研究から

2018年4月より第3期共同研究基金の募金がスタートすると、全国から銀行振り込みで、また合宿やファミリー
での呼びかけ、各本部での募金など、2019年3月31日まで沢山のご支援をいただきました。ありがとうござい
ました。

ご寄付者ご芳名

敬称略� 〈円〉

恒例のオープントラカレ講座はAM；中村桂子さん（JT生命誌研究館館長）、PM；酒井邦嘉教授2コマ
とも、小学生から大人の方々まで各700人が集まり熱気あふれる講座になりました。

近田虹心（小学６年生・東京文京区）　酒井邦嘉さんのお話を聞き、初めてヒッポと科学を組み合わせでき
ること、今見えるものを知ることができました。また2つでは対立するが、3つでは対立しないという、
具体的な例を知ることができ、運動も勉強も3種類以上で行うことが大切だと思いました。多言語を
話す人の方が、２ヵ国語を話す人よりも脳が良いという事を、酒井邦嘉さんが述べていたから、私は
今も将来も、多言語を話す人でいたいと思いました。

饒村麻衣子（母・東京世田谷区）　３言語にふれた時に、多言語にふれた時、２言語のみよりも脳が喜び感
受性豊かに反応しているというのが、実験結果として出ていることに驚いています。自分に起きてい
る波をとらえた時の気持ちよさ、ことばを拾えた時の気持ち良さ、これから自分の観察も続けてみた
いと思います。

北村祐子（研究員フェロウ・埼玉飯能市）　共同研究の結果がとても興味深いです。３言語以上話せる人の
脳は、新しいことに反応するとお聞きして、ヒッポの人たちが好奇心旺盛なことに結びつき、不思議
だけど納得しました。息子はスペインに留学したので、共同研究（カザフ語認識調査被験者）に参加
させて頂きました。感想を聞いてみたところ、「カザフ語を聞いて問題を解いたことがとても楽しか
った。自分でも不思議だけどほとんど正解だったがクイズや推理を解いているようだった」そうです。
好奇心がある人間に育って嬉しいです。酒井先生のお話はいつも楽しく、元気を頂いております。

MITに国際科学技術を推進・支援するGlobal Seed Fundsという基金があります。
「多言語の脳科学」共同研究が、研究テーマの新しさや研究のべースの実績が認められて、
2017年～2018年の2年間、$15,620の研究補助をいただきました。MITの学生がこの
研究のために日本を訪問したり、またMITでも共同研究を進めるなど、この基金によっ
てMITやLEX Americaでも、共同研究が広がりました。

MIT International Science and Technology Initiatives

GLOBAL SEED FUNDSMISTI

フリン教授

2018年4月
6日 匿名 3,000

10日 櫻井陽子 10,000
23日 東葛地域青少年合宿 7,000

6月

26日 小川益子
犬山チャットファミリー 10,000

7月
3日 佐藤富久栄 1,000

秦野初代 10,000
4日 加藤亜加子 3,000
5日 北村早有里 2,000

10日 平岡昭子 10,000
小林真由美 10,000

11日 14親ロン合宿 69,000
14日 宮地真弓 1,000
18日 盛田純子 1,000
23日 張英玉 5,000

石山裕雅 3,000
髙田美枝子 3,000

24日 横北交流文集基金 10,677
31日 宮本信也 5,000

8月
2日 林まさ代 30,000

14日 東三河馬 10,000
20日 前原奈美 2,000

27日 みえでやる合宿 in 鈴鹿
参加者一同 22,840

八事ファミリー 1,000

31日 18MNC-Tシャツチーム
カゴハシナナコ 16,715

9月
5日 大澤陽子 8,000

11日 豆田和子 5,000
小野瀬頼子 1,000

26日 井内わか 30,000

10月
1日 2018夏 家族交流MEXICOチーム 33,000
3日 高木佳代 5,000

15日 関口笑子 1,000
11月
15日 ヒッポ中部本部募金箱 9,125
20日 東三河馬合宿 32,009
21日 栗田伸男 10,000

12月
21日 折田玲子 1,000
25日 2018秋韓国家族交流Aグループ 3,120

2019年1月
9日 豆田和子 5,000

東三河馬おでんしゃ有志 2,700
10日 古澤不二子 10,000
12日 山田正明 1,000

竹内聡子 5,000
18日 諸星佳代 2,000
21日 宮本信也 5,000
22日 保里かね代 10,000

吉田清見 5,000
髙田美枝子 3,000

28日 高橋啓三 2,000
2月
12日 富士山合宿事務局 47,465
19日 ポテトファミリー メンバー一同 10,000
25日 angeloファミリー一同 10,000

台湾青少年交流中部参加者一同 5,000
3月

7日 谷本和彦 100,000
18日 遠西朋子 1,000

染野裕子 1,000
中村智子 2,000
嶋よう子 3,000
竹内博子 5,000
中山摩利子 10,000
渡辺裕予 5,000

みるきいファミリー 1,038
19日 高山昭武・清子 20,000

青井令子 10,000
20日 プロジェクトFチーム（東日本） 10,000
21日 星名和代 3,000

勅使川原敏子 5,000
二見由美 1,000
伊藤さやか 1,000
鈴木福貴 1,000
宮腰由紀子 1,000

25日 伊藤悦敬・珠子 10,000
北村祐子 1,000
大塚夏子 1,000
玉川郁子、鈴木照世 1,000
中原裕子 2,000
岩佐優子 2,000
笠原延行 2,000
折田玲子 2,000
黒川博美 3,000
引地直子 3,000
金森富子 5,000
田中絹子、金田喜恵子 5,000
奥山真由美 10,000
関根寿美子 10,000
箕作初香 10,000
島崎純子 10,000
横北なみなみファミリー25周年
文集基金 12,888

28日 長江敏男 100,000
佐藤まなつ 10,000

29日 久米 5,000
平井裕利香 2,000

31日 ヒッポ中部本部募金箱 23,788
水田房子（しゃんてもあF） 10,000
ヒッポ東京本部募金箱 6,953
合計 935,318

2018 年春より、fMRI による認識調査スタート。

8 月　MIT スザンヌフリン教授、東京大学酒井邦嘉教授を迎えて

　スザンヌフリン教授（MIT言語学）、酒井邦嘉教授、鈴木堅史代表理事他が千葉に集まり、「言語の脳科学・共同研究サ
ミット」を開催。鈴木代表からは、研究所創設時に多言語活動へと拡がっていったスペイン語・韓国語導入段階での体験が
特に伝えられ、人間の認識のメカニズムや「ことばと人間」の可能性について共同研究の基盤が、大きく深まった機会にな
りました。

2019 年
3 月 10日㈰　第 6回 LMP（LEX�Multilingual�Presentation）　東京ビックサイト・国際会議場

　今年は7 ヵ国から15歳～25歳の若者たち30名が3 ヵ国語以上で社会や世界に向けて、自分のメッセージを発信。高校
生部門16名は5分間、大学生～社会人部門14名は7分に思いを込めて、約1000名の聴衆に各自の多様な体験を多言語
で伝えました。毎年ヒッポファミリークラブの多言語活動の実践成果に触れる機会にもなり、スザンヌフリン教授、酒井邦
嘉教授ほか審査員の方々からも更なる期待が寄せられました。

3 月 13日㈬　教育シンポジウム「グローバル社会における多言語の可能性」　東京・アルカディア市ヶ谷（私学会館）

　国際化、AI（人工知能）革新により、日本の社会も多文化・多様性・多言語の世界へと変化するこのような時代の言語教
育について、言語脳科学や多言語活動の実践を提起するシンポジウムに、教育関係・専門職者、一般の方々約300人が集
まりました。フリン教授、酒井教授の講演に共通する内容は「言語は世界に無数にあるが、言語の発達を促す生得的な設計

◆基調講演「人間の言語能力は無限」　スザンヌフリン教授
◆各界専門家による研究及び事例報告

・ヒッポファミリークラブ研究員、メンバーによ
る教育現場実践の報告

・酒井邦嘉教授
・大和田康之教授

（レッズランド大学名誉教授／ Engage Asia財団理事）
・森田明彦教授（元尚絅学院大学現代社会学）
・鈴木堅史代表理事（言語交流研究所）

　第2期のfMRIによる多言語話者の「カザフ語」認識調査の結果に併せて、第3期は海外や多言語体験の少ない被験者の
ご協力を得て言語認識調査にとりかかりました。

⃝年齢；13歳～25歳までの男・女　　　⃝1 ヵ月以上の海外滞在経験のない人
⃝5月～7月、東京大学酒井研究室で約2時間半、3 ～4日間認識調査に協力できる人
⃝歯列矯正していない人（銀歯は可）　　　⃝東京大学生ではない人　　　⃝右ききの人　　　※お礼（交通費程度）いたします

fMRI被験者
募集対象

　全国のヒッポファミリークラブ、海外から男性メンバー約270名が山中湖に集
合。合宿のゴールデンタイムで「多言語の脳科学」共同研究の根本的な考察をシェ
ア。男だけの熱気の中、酒井教授や参加者のテンションもヒートアップし、質疑応
答も白熱。

2018 年 5月 12日㈯～ 13日㈰　カバジェロス合宿に酒井邦嘉教授参加

3 月 11日㈪　スザンヌちゃんがやってくる！春の Special�Workshop
� 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター国際交流棟 国際会議室

　ヒッポ育ちの多言語ママさんの言語習得の体験シ
ェアや、東京・京王地域のフェロウがスザンヌフリ
ン教授「ことばについて基本的なこと」を英語で歌
いながら教授を紹介するなど、会場の熱気にフリン
教授、酒井教授も巻き込まれて、最新の言語研究の
一端をお母さん方約300名に楽しくお話されました。

図は基本的にはひとつである。〈教える〉ことをやめて、脳が持つ言語能力を、育み引
き出す自然な多言語環境こそが大切である」と話されました。
　（一財）言語交流研究所鈴木堅史代表理事より、「多言語の多様な音の波に浸りながら、
人間本来の能力で自然に言語を獲得する」ヒッポの多言語活動の取り組みと実践からの
提起に、熱い期待が寄せられました。

森田明彦 鈴木堅史大和田康之

参加者の
感想より




